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　本ではさらりと流したが，少し説明を加えてみることにする． 個の一般化力がはたらいている系N

のひずみエネルギを とする． 番目の一般化力 の作用点の一般化変位 は影響係数を用いてU I P
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I

λ
I

はないことはすぐにわかる．

　ひずみエネルギを で偏微分した時点で系にはたらいているすべての一般化力 の への寄P
I

P
j

λ
I

与を表す影響係数 がすべて得られていることになる．ここで‾λ
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の をゼロにしたとしても影響係数 はゼロにはならないので， を除く 個の一般化力によP
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　以上のことを確認してみよう．本の例題で確認できるように例題9.9を少し単純化する．例題9.9で

， として を に置き換えると例題9.9の式 (A)，(B) はL
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となる．ここで とおくと の式はp.73からの例題例題例題例題6.1の の式に一致し， の式は同じ例題P'0 v
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の の式で とおいた式に一致する．前者は の作用点でのたわみに対する の影響がなくv
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なったことになり， が元々はたらいていないことと同じである，後者は仮想荷重 の作用点(元々P P

横荷重がはたらいていない点)でたわみに対して の寄与が残ることになる．Q


